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印
刷
イ
ン
キ
や
樹
脂
、
粘
接
着
剤
な
ど
の

高
分
子
事
業
と
顔
料
、
着
色
剤
な
ど
と
い
っ

た
色
材
事
業
を
基
幹
事
業
と
す
る
東
洋
イ
ン

キ
グ
ル
ー
プ
（
東
京
都
・
中
央
区
）
は
、
す

べ
て
の
社
員
が
仕
事
と
成
果
で
処
遇
さ
れ
る

人
事
制
度
を
め
ざ
し
て
、
二
〇
一
四
年
一
〇

月
か
ら
現
役
世
代
の
人
事
制
度
を
長
期
的
な

キ
ャ
リ
ア
形
成
と
役
割
基
軸
の
働
き
方
を
進

め
る
方
向
に
シ
フ
ト
。
同
時
に
、
六
五
歳
定

年
を
見
据
え
た
「
六
三
歳
定
年
制
」
と
「
シ

ニ
ア
正
社
員
制
度
」
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

シ
ニ
ア
世
代
の
働
き
が
い
の
向
上
と
戦
力
化

を
追
求
し
て
い
る
。
東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
を
訪
ね
、
グ
ル
ー

プ
人
事
部
の
関
野
純
二
・
人
事
企
画
グ
ル
ー

プ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
栗
林
誠
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に

新
制
度
の
内
容
と
改
革
の
狙
い
に
つ
い
て
話

を
聞
い
た
。

人
事
機
能
は
す
べ
て
Ｈ
Ｄ
に
集
中

　

東
洋
イ
ン
キ
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
一
一
年

度
か
ら
持
株
会
社
制
に
移
行
。
そ
れ
ま
で
の

「
東
洋
イ
ン
キ
製
造
株
式
会
社
」
を
「
東
洋

イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ（
サ
イ
エ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
）」

に
改
称
し
た
。

　

組
織
形
態
は
東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
下
に
①
印
刷
・
情
報
関
連
と
パ

ッ
ケ
ー
ジ
関
連
事
業
を
行
う「
東
洋
イ
ン
キ
」、

②
ポ
リ
マ
ー
・
塗
加
工
関
連
事
業
を
担
う「
ト

ー
ヨ
ー
ケ
ム
」、
③
色
材
・
機
能
剤
関
連
事

業
を
事
業
領
域
と
す
る「
ト
ー
ヨ
ー
カ
ラ
ー
」

の
三
つ
の
中
核
事
業
会
社
と
、
国
内
外
の
関

連
会
社
が
ぶ
ら
さ
が
る
。

　

各
事
業
会
社
に
人
事
機
能
は
な
く
、
全
員

の
原
籍
が
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
に

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
各
事
業
会
社
に
出
向
す

る
形
を
採
る
。
正
社
員
の
職
種
は
、
営
業
、

技
術
、
生
産
、
管
理
系
ス
タ
ッ
フ
、
研
究
開

発
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
働
く
正
社
員
は
、
東
洋

イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
四
二
五
人
、
東
洋
イ
ン
キ

七
二
三
人
、
ト
ー
ヨ
ー
ケ
ム
三
二
九
人
、
ト

ー
ヨ
ー
カ
ラ
ー
六
二
六
人
で
、
Ｈ
Ｄ
も
含
め

た
四
社
の
正
社
員
が
今
回
の
人
事
制
度
改
革

の
対
象
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
国
内
の
関
連

会
社
（
一
八
社
）
に
は
、
各
社
の
プ
ロ
パ
ー

社
員
と
Ｈ
Ｄ
か
ら
の
出
向
者
あ
わ
せ
て
八
五

三
人
が
働
い
て
い
る
（
図
表
１
）。

グ
ル
ー
プ
正
社
員
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
正
社
員

　

東
洋
イ
ン
キ
グ
ル
ー
プ
の
正
社
員
は
、
グ

ル
ー
プ
正
社
員
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
正
社
員
が
存

在
す
る
。
前
者
は
同
社
グ
ル
ー
プ
の
正
社
員

で
後
述
す
る
新
人
事
制
度
の
対
象
と
な
る
社

員
。
い
わ
ゆ
る
総
合
職
で
、
各
事
業
会
社
を

出
向
の
形
で
異
動
す
る
ほ
か
、
職
種
転
換
も

珍
し
く
な
い
。
後
者
は
各
事
業
会
社
の
プ
ロ

パ
ー
社
員
で
、
い
わ
ゆ
る
地
域
限
定
社
員
の

位
置
付
け
に
な
る
。
グ
ル
ー
プ
正
社
員
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
正
社
員
へ
の
転
換
制
度
は
な
い
。

　

ま
た
、
正
社
員
以
外
に
は
、
主
に
生
産
業

務
に
従
事
す
る
一
年
契
約
の
フ
ォ
ロ
ー
社
員

と
、
生
産
現
場
で
補
助
的
な
作
業
を
担
う
パ

ー
ト
社
員
が
い
る
。
フ
ォ
ロ
ー
社
員
に
は
フ

ァ
ミ
リ
ー
社
員
へ
の
登
用
試
験
制
度
が
あ
り
、

年
に
一
度
、
勤
務
態
度
な
ど
を
み
て
部
門
長

が
推
薦
し
た
者
が
論
文
試
験
と
人
事
の
面
接

を
受
け
て
合
否
が
決
ま
る
形
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
合
格
率
は
一
〇
％
強
程
度
で
、
毎
年

数
人
が
登
用
さ
れ
る
。
一
度
落
ち
た
人
の
再

現役世代の働き方を改革して長期的な 
キャリア形成をはかる

――63 歳定年制を導入してシニア世代により高い役割を期待

賃金・人事処遇制度と運用実態をめぐる新たな潮流＜第 13 回＞

東洋インキグループ　概要

本部所在地：東京都中央区
設　　　立：1907 年 1 月
代　表　者：代表取締役社長　北川 克己
社　員　数：2956 人（国内、常勤役員等を除く）
契約社員数：約 90 人
パート労働者数：約 170 人
グループ営業品目：オフセットインキ、金属インキ、印刷機械、
印刷機器、プリプレスシステム、印刷材料、インクジェット材料、
グラビアインキ、フレキソインキ、グラビアシリンダー製版、
缶用塗料、樹脂、接着剤、粘着剤、塗工材料、天然材料、有機
顔料、加工顔料、プラスチック着色剤、カラーフィルタ用材料

2014 年 3 月現在

東洋インキグループ

コーポレートガバナンス

2011年4月1日設立
資本金 5億円
印刷・情報関連、
パッケージ関連事業

2011年4月1日設立
資本金 5億円
ポリマー・塗加工関連事業

国内・海外
関係会社

2012年4月1日発足
資本金 5億円
色材・機能材関連事業

425名

723名 329名 626名 853名
（国内）

図表１ 東洋インキグループの概要
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受
験
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
同
社
グ
ル
ー
プ
に
は
労
働
組
合
が

あ
り
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
に
よ
り
四

社
と
関
連
会
社
へ
出
向
者
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
正
社
員
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
正
社
員
一
九
五
〇

人
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
末
時
点
）
が
組
合

員
に
な
っ
て
い
る
。

人
事
制
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
二
年
か
け
て
新
制
度
を
検
討

　

そ
ん
な
同
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
二
〇
一
二

年
度
と
一
三
年
度
の
二
年
間
か
け
て
、「
社
員

す
べ
て
が
仕
事
と
成
果
で
処
遇
さ
れ
る
人
事

制
度
」
の
実
現
に
向
け
て
、
現
役
世
代
の
人

事
制
度
の
見
直
し
と
「
六
三
歳
定
年
制
と
シ

ニ
ア
正
社
員
制
度
」
の
構
築
を
検
討
。
一
部

を
除
き
、
原
則
二
〇
一
四
年
一
〇
月
か
ら
導

入
し
て
い
る
。

　

制
度
改
定
の
基
本
方
針
は
三
点
。
一
つ
目

は
「
六
三
歳
定
年
制
の
導
入
」
で
、
安
心
し

て
働
き
続
け
る
基
盤
を
整
備
す
る
。
二
つ
目

は
「
シ
ニ
ア
正
社
員
制
度
の
導
入
」。
六
〇

歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
役
割
の
明
確
化
と

処
遇
改
善
を
同
時
に
行
う
こ
と
で
、
働
き
が

い
の
向
上
と
積
極
活
用
に
よ
る
戦
力
化
を
は

か
る
。
三
つ
目
は
「
現
役
世
代
の
人
事
制
度

見
直
し
」
を
実
施
し
、
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
、
役
割
基
軸
の
働
き
方
へ
の
改
革
を
進

め
る
こ
と
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、「
改
正
内

容
が
、
定
年
延
長
と
現
役
世
代
の
見
直
し
を

同
時
に
行
う
も
の
だ
っ
た
の
で
、
会
社
全
体

の
方
針
を
ま
と
め
る
」
こ
と
を
考
え
、
ま
ず

は
各
職
種
の
部
門
長
を
集
め
て
人
事
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
人
事
部
門
の
案
を
会

社
の
方
針
と
し
て
明
確
に
し
て
、
そ
れ
を
労

働
組
合
に
提
案
し
て
協
議
す
る
形
を
採
っ
た
。

東
洋
イ
ン
キ
グ
ル
ー
プ
の 

人
事
制
度
の
変
遷

　

新
人
事
制
度
の
内
容
を
み
る
前
に
、
同
社

の
人
事
制
度
関
連
の
過
去
の
取
り
組
み
を
振

り
返
っ
て
お
き
た
い
。
図
表
２
に
あ
る
よ
う

に
、
一
九
八
一
年
に
六
〇
歳
定
年
へ
の
延
長

と
と
も
に
資
格
制
度
を
導
入
。
八
三
年
に
職

能
資
格
制
度
、
九
三
年
に
は
人
事
制
度
を
再

構
築
し
て
コ
ー
ス
別
人
事
制
度
を
採
り
入
れ

た
。
二
〇
〇
二
年
に
嘱
託
再
雇
用
制
度
、
〇

三
年
に
幹
部
社
員
を
対
象
と
す
る
新
年
俸
制

（
役
割
給
）
を
導
入
す
る
な
ど
、
時
々
の
ト

レ
ン
ド
に
な
る
諸
制
度
に
つ
い
て
、
比
較
的

早
期
に
取
り
組
ん
で
い
る
歴
史
が
う
か
が
え

る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年
に
は
職
能
資
格
制

度
を
や
め
て
役
割
を
中
心
と
す
る
人
事
制
度

に
大
き
く
舵
を
切
る
。
こ
の
と
き
、
再
雇
用

制
度
も
六
三
歳
か
ら
六
五
歳
に
引
き
上
げ
た
。

役
割
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム 

導
入
時
の
主
な
変
更
点

　

二
〇
〇
六
年
ま
で
の
職
能
資
格
制
度
は
年

齢
給
と
職
能
給
が
五
：
五
の
割
合
で
、
賃
金

の
軸
は
能
力
の
大
き
さ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

役
割
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
は
役
割
給

と
能
力
給
を
六
：
四
に
変
え
、「
ど
れ
だ
け
能

力
を
発
揮
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
」

に
評
価
の
軸
を
シ
フ
ト
し
た
。

　

こ
の
時
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
合

わ
せ
る
形
で
手
当
や
賞
与
の
支
給
基
準
や
金

額
な
ど
も
見
直
し
た
。
具
体
的
に
は
諸
手
当

の
う
ち
属
人
的
な
家
族
手
当
、
住
宅
手
当
、

家
賃
補
助
手
当
、
別
居
手
当
、
管
理
手
当
に

図表２ 人事制度の変遷と課題

１９６３年 新職能給制度導入

１９８１年 定年延長（５７⇒６０歳）、資格制度導入

１９８３年 職能資格制度導入（新賃金制度移行）

１９９３年 人事制度再構築

２００２年 嘱託再雇用制度導入

２００３年 新年俸制（役割給）導入⇒幹部社員のみ

２００６年 役割マネジメントシステム導入、再雇用制度見直し（６３⇒６５歳）

２００７年 東洋インキ専門学校 設立

２００８年 確定拠出年金スタート

・役割マネジメントシステム導入し８年が経過。役割を中心にビョジョン・戦略を共有し実現
するという概念は浸透してきた。

・一方、賃金面では旧制度との接続を意識したため、年功的・属人的な要素残る。

⇒「社員全てが仕事と成果で処遇される人事制度へ」

■２００６年：役割マネジメントシステム導入時の主な変更について

ムテスシトンメジネマ割役度制格資能職度制

さき大の割役さき大の力能ーャジメ

基本給 年齢給＋職能給（５：５） 役割給＋能力給（６：４）

手当

賞与

ライフスタイルの変化に合わせて内容・支給基準・金額の総合的な見直し
→廃止・減額部分は役割給へ再配分を実施。

　（家族手当）支給対象を子供・障害扶養・老親へ。子を対象とする部分は増額。
　（住宅手当）基本給に再配分し、廃止。
　（家賃補助手当）若年層を対象とし、40歳上限・家賃の40%（上限45000円）支給。
　（別居手当）単身赴任者の生計費補助として35000円→50000円へ増額
　（管理手当）部下を任され管理する組合員に対し支給。G5：20000円、G4：3000円

基本給比例部分と個人成績部分の比率を７：３→６：４とし、成績部分を重視

図表３ 現役世代の人事制度の見直し
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つ
い
て
廃
止
や
減
・
増
額
を
実
施
。
廃
止
と

減
額
し
た
分
に
つ
い
て
は
役
割
給
へ
の
再
配

分
を
施
し
た
。
賞
与
に
つ
い
て
も
、
基
本
給

比
例
部
分
と
個
人
成
績
分
の
比
率
を
七
：
三

か
ら
六
：
四
に
し
て
、
個
人
の
頑
張
り
が
よ

り
反
映
す
る
形
に
し
た
（
図
表
３
）。

役
割
に
基
づ
く
賃
金
テ
ー
ブ
ル
へ
の

シ
フ
ト

　

〇
六
年
に
役
割
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
移
行
し
て
八
年
―
―
。
役
割
を
中
心
に
ビ

ジ
ョ
ン
や
戦
略
を
共
有
す
る
考
え
方
は
徐
々

に
浸
透
し
て
き
た
も
の
の
、
個
々
人
の
能
力

を
中
心
に
捉
え
る
視
点
も
根
強
く
残
っ
て
い

た
。

　
「
職
能
資
格
か
ら
役
割
基
軸
の
考
え
方
に

移
行
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金
テ
ー
ブ

ル
が
長
い
ま
ま
だ
っ
た
り
、
属
人
的
な
手
当

が
残
っ
て
い
る
な
ど
、
実
際
の
給
与
の
支
給

は
や
や
年
功
・
属
人
的
だ
っ
た
。
そ
こ
で『
社

員
す
べ
て
が
仕
事
と
成
果
で
処
遇
さ
れ
る
人

事
制
度
に
移
行
し
よ
う
』
と
掲
げ
る
こ
と
に

し
た
」

　

そ
こ
で
今
度
は
、
役
割
に
応
じ
て
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
の
な
か
で
、
賃
金
テ
ー
ブ
ル
を

改
め
て
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に

は
、
能
力
給
の
比
率
が
四
割
を
占
め
て
高
く
、

評
価
と
処
遇
が
連
動
し
に
く
い
こ
と
を
解
消

す
る
た
め
、
基
本
給
に
お
け
る
役
割
給
と
能

力
給
の
比
率
を
六
：
四
か
ら
七
：
三
に
変
え

る
こ
と
で
、
よ
り
成
績
が
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
に
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
グ
レ
ー
ド
の
賃
金

レ
ン
ジ
の
重
複
の
調
整
も
図
っ
た
。
職
能
資

格
制
度
か
ら
役
割
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
移
し
た
際
、
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、「
グ
レ
ー
ド
の

格
差
が
あ
ま
り
な
く
、
昇
格
し
て
も
そ
ん
な

に
賃
金
が
上
が
ら
な
い
し
、
各
グ
レ
ー
ド
の

テ
ー
ブ
ル
が
長
い
た
め
昇
格
し
な
く
て
も
賃

金
が
上
が
り
続
け
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ

た
」
か
ら
だ
。
そ
こ
で
テ
ー
ブ
ル
の
上
限
を

引
き
下
げ
、
同
一
グ
レ
ー
ド
に
い
て
も
長
期

間
昇
給
し
て
い
く
よ
う
な
年
功
序
列
的
要
素

を
縮
小
し
た
。

昇
給
テ
ン
ポ
を
早
め
て 

早
期
立
ち
上
が
り
を

　

こ
う
し
た
措
置
を
施
し
た
役
割
給
テ
ー
ブ

ル
は
図
表
４
の
と
お
り
。
グ
ル
ー
プ
正
社
員

の
組
合
員
層
の
グ
レ
ー
ド
は
Ｇ
１
か
ら
５
ま

で
の
五
段
階
に
わ
か
れ
て
い
る
。
Ｇ
１
と
２

は
エ
ン
ト
リ
ー
層
で
、
滞
留
期
間
そ
れ
ぞ
れ

四
年
程
で
無
試
験
で
昇
格
す
る
。
大
卒
で
入

社
し
て
大
体
三
〇
歳
あ
た
り
で
、
目
標
管
理

制
度
の
普
通
の
評
価

を
取
っ
て
い
れ
ば
論

文
試
験
を
経
て
Ｇ
３

に
な
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。

Ｇ
３
は
主
体
的
に
働

く
層
で
、
そ
こ
で
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
同
様
に
昇
格

試
験
を
経
て
Ｇ
４
に

あ
が
る
。
Ｇ
４
の
人

が
課
長
に
任
用
さ
れ

る
と
、
試
験
は
な
く

自
動
的
に
Ｇ
５
に
昇

格
し
、
管
理
手
当
が

二
万
円
付
く
。

　

新
旧
の
テ
ー
ブ
ル

を
比
べ
る
と
、
以
前

は
昇
格
し
て
も
横
ス

ラ
イ
ド
だ
っ
た
が
、

今
回
は
昇
格
時
に
昇

格
昇
給
を
載
せ
て
グ

レ
ー
ド
が
上
が
れ
ば

給
与
も
上
が
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
上
限
の

号
俸
を
削
る
代
わ
り

に
昇
給
ピ
ッ
チ
も
原

則
一
〇
〇
〇
円
か
ら
二
〇
〇
〇
円
に
変
え
る

こ
と
で
、
昇
給
テ
ン
ポ
を
早
め
て
い
る
こ
と

も
わ
か
る
。
昇
給
の
立
ち
上
が
り
は
早
い
が
、

そ
の
分
進
ん
だ
働
き
方
を
意
識
し
て
昇
格
し

て
い
か
な
い
と
、
上
限
に
届
い
て
賃
金
上
昇

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
制
度
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
図
表
４
の
右
側
に
あ
る
「
能
力

給
テ
ー
ブ
ル
」
は
元
の
年
齢
給
か
ら
移
行
し

て
き
た
も
の
で
勤
続
年
数
に
見
合
う
賃
金
項

目
に
な
る
。

　

な
お
、
幹
部
社
員
層
は
Ｋ
６
～
Ｋ
９
ま
で

の
四
段
階
の
グ
レ
ー
ド
が
あ
り
、
役
割
給
の

み
の
年
俸
制
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る
。

調
整
給
は
段
階
的
に
縮
小
・
廃
止

　

新
し
い
格
付
け
は
直
近
上
位
に
貼
り
付
け

た
が
、
グ
レ
ー
ド
内
の
テ
ー
ブ
ル
幅
を
縮
め

た
こ
と
に
よ
り
、
移
行
後
の
基
本
給
が
新
役

割
給
テ
ー
ブ
ル
の
上
限
を
超
え
る
人
が
発
生

し
た
。
そ
こ
で
、
下
が
っ
た
分
の
差
額
を
調

整
給
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の

措
置
は
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
段
階
的
に
縮

小
し
て
い
き
、
二
年
半
で
廃
止
す
る
。

　
「
調
整
給
に
つ
い
て
は
、
〇
六
年
に
役
割

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
時
も

同
様
の
対
応
を
し
た
。
こ
の
と
き
の
調
整
給

を
そ
の
ま
ま
続
け
て
い
て
、
対
象
者
が
定
年

を
迎
え
る
な
ど
し
て
少
な
く
な
っ
て
き
た
と

こ
ろ
に
、
ま
た
制
度
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
再
度
、
調
整
給
の
必
要
が
生
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
今
度
は
後
述
す
る
よ
う
に
六

〇
歳
以
降
の
収
入
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
、

移
行
時
の
基
本
給
額
は
保
障
す
る
こ
と
に
し

て
、
段
階
的
に
縮
小
・
廃
止
し
て
い
く
こ
と

に
し
た
」

ルブーテ給力能　現ルブーテ給割役　現

グレード G1 G2 G3 G4 G5 昇給ピッチ 　～2,700

俸号1-----給昇格昇

005,42000,1000,1000,1000,1005チッピ給昇

俸号28俸号1俸号1俸号1俸号1俸号1

151,000 163,500 193,500 22 023,771005,352005,3

56号俸 61号俸 91号俸 91号俸 91号俸

178,500 208,500 253,500 283,500 313,500

上限値初号値

上限値

初号値

ルブーテ給力能　新ルブーテ給割役　新

グレード G1 G2 G3 G4 G5 昇給ピッチ 　～1,800

俸号1-000,51000,51000,51000,51給昇格昇

000,14000,2000,2000,2000,2004,1チッピ給昇

俸号16俸号1俸号1俸号1俸号1俸号1

156,000 192,000 237,000 000,701000,492000,282

34号俸 34号俸 49号俸 49号俸 49号俸

191,700 243,000 303,000 348,000 360,000

初号値

上限値

初号値

上限値

図表４ 現役世代の人事制度の見直し
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時
代
背
景
に
基
づ
く
家
族
手
当
と 

家
賃
補
助
手
当
の
見
直
し

　

新
人
事
制
度
で
は
、
時
代
背
景
を
勘
案
し

て
諸
手
当
も
見
直
し
た
（
図
表
５
）。
そ
れ

ぞ
れ
の
位
置
付
け
を
考
え
る
な
か
で
、
ま
ず

扶
養
家
族
の
手
当
に
着
目
し
た
。

　

従
来
は
子
ど
も
一
人
目
が
二
万
五
〇
〇
〇

円
、
二
人
目
が
一
万
五
〇
〇
〇
円
、
三
人
目

以
降
は
五
〇
〇
〇
円
と
、
徐
々
に
手
当
額
を

減
ら
し
て
い
た
が
、
新
制
度
で
は
子
ど
も
一

人
に
つ
き
一
万
八
〇
〇
〇
円
の
定
額
に
し
た
。

扶
養
す
る
子
ど
も
が
一
人
の
場
合
は
手
当
が

下
が
る
が
、
二
人
以
上
い
る
場
合
は
上
が
る

仕
組
み
。
た
だ
し
、
子
ど
も
一
人
の
人
の
納

得
性
も
考
慮
し
て
、
従
来
の
出
産
祝
い
金
に

加
え
て
高
校
と
大
学
の
入
学
時
に
も
三
万
円

の
祝
い
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
、
①
六
〇
歳
を
超
え
る
老
親
と
同
居

し
て
扶
養
す
る
場
合
は
一
人
に
つ
き
五
〇
〇

〇
円
②
配
偶
者
へ
の
手
当
は
な
い
―
―
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。

　

次
に
、
家
賃
補
助

手
当
を
見
直
し
た
。

今
の
支
給
要
件
は
、

四
〇
歳
以
下
の
組
合

員
が
契
約
家
賃
の
四

〇
％
（
上
限
額
四
万

五
〇
〇
〇
円
）
ま
で
。

換
言
す
る
と
、
独
身

も
既
婚
も
関
係
な
く

月
の
家
賃
が
一
一
万

二
五
〇
〇
円
ま
で
な

ら
四
〇
％
の
補
助
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

同
社
で
は
三
七
歳

ぐ
ら
い
で
多
く
の
社

員
が
住
居
を
購
入
し

て
い
る
実
態
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
支
給

要
件
は
、
対
象
を
三

七
歳
以
下
の
組
合
員

に
し
た
う
え
で
、
独

身
者
に
つ
い
て
は
上

限
額
を
二
万
八
〇
〇

〇
円
に
下
げ
る
こ
と

に
し
た
。
家
賃
補
助

手
当
の
圧
縮
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
の
仕
組
み
を
念
頭
に
住
宅
取

得
を
考
え
て
い
た
人
に
配
慮
し
て
二
〇
一
七

年
四
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
諸
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

関
野
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
、「
家
族
手
当
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
正
社
員
が
子
ど
も
一
人
目
一
万

八
〇
〇
〇
円
、
二
人
目
以
降
五
〇
〇
〇
円
と

な
っ
て
い
て
、
当
初
は
そ
れ
に
合
わ
せ
よ
う

と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
労
使
協
議
の
な

か
で
、『
子
育
て
を
応
援
す
る
の
な
ら
、
支
給

総
額
が
多
く
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
入
れ
な

け
れ
ば
』
と
の
話
に
な
っ
た
。
住
居
手
当
は
、

『
住
宅
を
購
入
し
た
人
へ
の
手
当
が
な
い
な

か
で
、
こ
の
処
遇
差
は
何
な
の
か
？
』
と
い

う
の
が
出
発
点
。
そ
れ
に
独
身
者
へ
の
処
遇

へ
の
疑
問
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
地
方
勤

務
の
独
身
者
が
ワ
ン
ル
ー
ム
を
借
り
る
の
に

一
一
万
円
を
超
え
る
家
賃
は
あ
ま
り
考
え
に

く
い
。
そ
の
あ
た
り
は
組
合
も
『
そ
こ
ま
で

は
要
り
ま
せ
ん
ね
』
と
な
っ
た
」
と
述
懐
す

る
。

時
間
外
割
増
率
の
引
き
下
げ
も

　

時
間
外
割
増
手
当
も
引
き
下
げ
た
。
同
社

で
は
深
夜
に
か
か
る
生
産
現
場
が
多
く
存
在

し
、
二
交
代
・
三
交
代
制
で
働
く
人
も
少
な

く
な
い
。
こ
う
し
た
交
替
制
の
人
た
ち
の
割

増
率
は
基
本
時
間
給
の
四
五
％
で
、
法
定
の

二
五
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

新
制
度
で
は
こ
れ
を
三
五
％
に
変
更
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
所
外
の
深
夜
割
増
手
当
も
基

本
時
間
給
の
五
〇
％
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は

法
定
通
り
の
二
五
％
に
し
た
。

　

栗
林
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
と
、「
交

替
制
割
増
率
に
つ
い
て
は
、
交
代
付
加
手
当

も
出
す
な
ど
法
定
以
上
の
対
応
を
し
て
い
る

な
か
で
、
当
初
は
法
律
に
合
わ
せ
よ
う
と
考

え
て
い
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
正
社
員
が
法
定
通

り
の
二
五
％
な
の
で
、
社
員
区
分
に
よ
っ
て

異
な
る
の
も
お
か
し
い
話
だ
か
ら
だ
。
と
は

い
え
、
労
使
協
議
で
は
『
四
五
％
か
ら
二
五

％
で
は
変
化
が
急
過
ぎ
る
』
と
な
り
三
五
％

で
落
着
し
た
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
関
野
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
も
、「
組
合
も
法

定
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
て
、

実
際
に
社
員
へ
の
説
明
会
で
も
引
き
下
げ
る

こ
と
へ
の
異
論
は
で
な
か
っ
た
」
と
補
足
す

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
定
年
年
齢
を
六
三
歳
に
延
長

し
て
「
社
員
も
自
分
の
自
助
努
力
を
含
め
て

能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
」
こ
と
か
ら
、

一
定
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
に
一
時
金
を

支
給
す
る
制
度
を
新
設
し
た
。
具
体
的
に
は
、

簿
記
二
級
な
ら
難
易
度
三
、
英
語
検
定
一
級

は
難
易
度
四
、
公
認
会
計
士
だ
っ
た
ら
難
易

度
五
な
ど
と
資
格
を
難
易
度
で
ラ
ン
ク
付
け

し
て
金
額
を
三
～
一
〇
万
円
の
範
囲
で
設
定

し
て
い
る
。

退
職
金
制
度
の
再
整
備
と 

役
割
定
義
書
の
見
直
し

　

こ
れ
ら
の
対
応
に
加
え
て
、
退
職
金
制
度

の
再
整
備
や
共
通
役
割
定
義
書
の
見
直
し
も

行
っ
た
。

　

退
職
金
に
つ
い
て
は
、
確
定
給
付
企
業
年

金
の
補
正
係
数
を
三
年
か
け
て
段
階
的
に
引

き
下
げ
る
も
の
。
た
だ
し
、
退
職
金
は
シ
ニ

ア
正
社
員
に
な
っ
て
か
ら
も
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
て
六
三
歳
の
定
年
退
職
時
に
支
給
す

る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

役
割
定
義
書
は
、
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
加
速
す
る
実
態
を
ふ
ま
え
て
、
グ
ル
ー
プ

正
社
員
の
Ｇ
３
と
Ｇ
４
の
定
義
書
に
グ
ロ
ー

バ
ル
視
点
の
役
割
を
追
記
し
た
。

■時代背景により、位置づけに変更のある諸手当の見直し

・家族手当の改定、子の入学祝金の新設（２０１４年１０月開始）

・家賃補助手当の圧縮（２０１７年４月開始）

）度制新（）度制現（
件要給支件要給支

額給支額給支
上限額

※ファミリー正社員は変更なし

以下の組合員
契約家賃額×40％
既婚者：45,000

グループ
正社員

上限額

グループ
正社員

以下の組合員
契約家賃額×40％

45,000

）度制新（）度制現（
額金数人族家養扶額金数人族家養扶

子000,52目人1
000,5～目人1親老000,51目人2

3人目～ 5,000
老親 1人目～ 5,000

扶養家族 人数 金額
1人目 18,000
2人目～ 5,000

老親 1人目～ 5,000

グループ
正社員

ファミリー
正社員

子

子

グループ・
ファミリー
正社員

図表５ 現役世代の人事制度の見直し

37歳

独身者：28,000

40歳

1人目～ 18,000

祝い金：
高校、大学入学時＝30,000
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個
人
差
と
多
様
性
の
大
き
な
シ
ニ
ア
世
代

　

一
方
、
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
段

階
的
引
き
上
げ
や
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

の
改
正
に
よ
る
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
義
務
化

を
背
景
に
、
現
役
世
代
の
人
事
制
度
の
見
直

し
と
同
時
に
行
っ
た
「
六
三
歳
定
年
制
」
と

「
シ
ニ
ア
正
社
員
制
度
の
導
入
」
に
関
し
て

は
、「
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、
当
社
の
シ
ニ

ア
世
代
が
ど
う
い
う
人
た
ち
な
の
か
、
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
」（
関

野
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）。
実
際
に
シ
ニ
ア

世
代
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、
個
人

差
が
非
常
に
大
き
く
、
家
族
や
生
活
面
で
の

多
様
性
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
「
個
人
差
に
つ
い
て
は
能
力
面
も
そ
う
だ

し
、
働
く
意
欲
や
健
康
状
況
も
三
〇
歳
代
、

四
〇
歳
代
以
上
に
活
躍
で
き
る
人
も
い
れ
ば
、

数
年
前
に
比
べ
て
明
ら
か
に
衰
え
の
み
え
る

人
も
い
た
。
も
う
ひ
と
つ
、
生
活
面
で
の
多

様
性
も
大
き
か
っ
た
。
二
〇
年
、
三
〇
年
前

で
あ
れ
ば
、
大
体
の
人
が
三
〇
歳
前
後
で
結

婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
て
、
六
〇
歳
に
な
る

こ
ろ
に
は
子
育
て
も
家
の
ロ
ー
ン
も
終
わ
り

か
け
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
だ
が

現
在
は
独
身
も
結
構
多
く
、
結
婚
し
て
い
て

も
子
ど
も
が
い

な
か
っ
た
り
、

ま
だ
高
校
生
と

か
だ
っ
た
り
。

他
方
で
既
に
子

ど
も
が
就
職
し

て
い
る
よ
う
な

人
も
い
る
。
な

か
に
は
、
介
護

の
問
題
で
、
働

く
こ
と
が
難
し

い
と
思
っ
て
い

る
人
も
い
る
」

　

そ
こ
で
同
社

グ
ル
ー
プ
が
人

事
構
成
予
測

（
図
表
６
）
を

作
成
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
二
〇

二
二
年
に
は
六

〇
歳
以
降
の
人

が
一
一
・
一
％
、

五
〇
台
後
半
が

一
五
・
四
％
。

五
〇
台
前
半
が

一
三
・
九
％
と
、
六
〇
歳
以
降
の
人
も
シ
ニ

ア
予
備
軍
も
増
え
る
。
二
〇
二
五
年
に
な
る

と
六
〇
歳
以
降
の
社
員
が
一
五
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
層
が
存
在
す
る
こ
と
を

前
提
に
、「
現
役
時
代
か
ら
の
役
割
意
識
の
継

続
と
シ
ニ
ア
世
代
を
積
極
活
用
」
を
今
か
ら

真
剣
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
の
問
題
意
識
が
強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

雇
用
の
安
定
と
シ
ニ
ア
世
代
の 

積
極
活
用
・
戦
力
化
を

　

こ
う
し
た
背
景
と
実
態
の
な
か
で
、
ど
の

よ
う
な
形
で
シ
ニ
ア
世
代
の
雇
用
を
考
え
る

べ
き
な
の
か
―
―
。
同
社
グ
ル
ー
プ
は
、
売

り
上
げ
規
模
に
比
し
て
多
品
種
多
事
業
が
特

徴
。
も
っ
と
い
え
ば
、
営
業
、
事
務
、
生
産

な
ど
、
ど
の
職
種
を
み
て
も
同
じ
事
を
し
て

い
る
人
が
少
な
く
、
た
と
え
同
じ
グ
ル
ー
プ

に
い
て
も
違
う
事
業
や
異
な
る
製
品
を
扱
っ

て
い
る
比
率
が
他
社
に
比
べ
て
高
い
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
が
人
材
育
成
や
人
事
制
度
等

の
仕
組
み
に
も
深
く
影
響
し
て
い
る
側
面
が

あ
る
。「
長
年
、知
見
を
重
ね
て
き
た
人
の
活

用
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
で
雇
用
の
安
定
と

シ
ニ
ア
世
代
の
積
極
活
用
・
戦
力
化
を
実
現

で
き
る『
定
年
延
長
』を
主
体
的
に
選
択
す

る
」
た
め
、
定
年
年
齢
を
六
五
歳
に
す
る
と

い
う
の
が
経
営
サ
イ
ド
の
基
本
的
な
意
向
だ

っ
た
。

　

た
だ
し
、
一
方
で
は
、
六
〇
歳
に
近
い
年

齢
の
自
身
に
置
き
換
え
て
「
あ
と
二
年
な
ら

頑
張
れ
そ
う
だ
か
ら
六
二
歳
が
良
い
」
と
の

意
見
も
あ
っ
た
。
他
方
、
処
遇
改
善
に
何
ら

か
の
腑
に
落
ち
る
理
由
を
求
め
る
人
事
サ
イ

ド
は
、「
六
三
歳
が
妥
当
」
と
の
認
識
で
一
致

し
て
い
た
と
い
う
。

六
五
歳
を
視
野
に
入
れ
た
六
三
歳
定
年
に

　
「
当
社
に
は
『
三
年
で
一
仕
事
』
と
い
っ

た
目
に
み
え
な
い
感
覚
的
な
も
の
が
存
在
す

る
。『
定
年
年
齢
を
三
年
延
ば
し
て
処
遇
を

少
し
改
善
す
る
か
ら
、
そ
の
分
、
も
う
一
仕

事
し
て
も
ら
う
』
の
が
最
良
だ
と
考
え
た
。

あ
と
は
ロ
ー
ン
の
支
払
い
な
ど
で
退
職
金
を

六
五
歳
ま
で
待
て
な
い
と
い
っ
た
話
も
結
構

あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
総
合
す
る
と

六
三
歳
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
な
っ
た
。
何

よ
り
、
仕
事
に
対
す
る
対
価
と
考
え
た
と
き

に
、
し
っ
か
り
仕
事
を
し
て
も
ら
う
点
で
み

た
ら
六
三
歳
が
一
番
わ
か
り
や
す
く
、
最
後

は
ト
ッ
プ
は
じ
め
経
営
サ
イ
ド
に
納
得
し
て

も
ら
っ
た
」（
関
野
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）。

　

そ
の
う
え
で
、
将
来
的
に
は
定
年
年
齢
を

六
五
歳
に
引
き
上
げ
て
い
く
考
え
。
同
社
で

は
、
人
間
尊
重
の
経
営
理
念
を
掲
げ
て
お
り
、

「
昔
の
六
〇
歳
よ
り
今
の
六
〇
歳
の
方
が
全

然
活
躍
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
人
を
区
切
る

よ
り
何
と
か
使
っ
て
い
っ
た
方
が
、
そ
の
人

の
人
生
に
と
っ
て
も
会
社
に
と
っ
て
も
プ
ラ

ス
に
な
る
」と
の
考
え
が
根
底
に
あ
る
。「
年

金
支
給
開
始
年
齢
が
あ
る
の
で
、
無
受
給
の

人
が
で
る
前
の
段
階
で
六
五
歳
に
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
来
年
度
か

そ
の
次
の
年
度
に
は
検
討
に
入
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
」（
栗
林
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
）。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
は
暫
定
的

に
六
三
歳
に
し
て
お
い
て
、
そ
こ
で
今
ま
で

の
再
雇
用
よ
り
も
仕
事
の
レ
ベ
ル
を
会
社
と

し
て
あ
げ
さ
せ
ら
れ
る
か
の
ト
ラ
イ
ア
ル
期

間
と
も
い
え
そ
う
だ
。

　

な
お
、
国
内
の
関
係
会
社
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

正
社
員
に
も
、
定
年
延
長
に
向
け
た
検
討
を

各
社
で
行
っ
て
い
る
。
着
手
で
き
る
会
社
か

ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
半
分
ぐ
ら
い
は
今

図表６ 人員構成予測
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年
四
月
か
ら
定
年
延
長
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
。

六
三
歳
ま
で
は
よ
り
高
い
役
割
を

　

図
表
７
は
、
シ
ニ
ア
正
社
員
制
度
の
導
入

イ
メ
ー
ジ
。
今
ま
で
は
六
〇
歳
を
迎
え
た
三

月
と
九
月
が
定
年
退
職
だ
っ
た
。
今
後
は
そ

の
時
点
で
シ
ニ
ア
正
社
員
に
移
行
し
、
三
年

を
経
て
六
三
歳
で
定
年
と
な
る
。
そ
れ
以
後

の
二
年
間
は
希
望
す
れ
ば
「
再
雇
用
嘱
託
社

員
」
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、

シ
ニ
ア
正
社
員
に
は
、
①
戦
略
的
領
域
に
お

け
る
優
位
性
の
源
泉
②
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ

ン
社
員
③
技
術
・
技
能
伝
承
の
担
い
手
―
―

の
三
つ
の
期
待
役
割
を
示
し
た
。

　
「
高
齢
層
の
人
は
自
ら
の
技
能
を
伝
え
よ

う
と
か
、
今
ま
で
の
や
り
方
を
守
っ
て
い
こ

う
と
考
え
が
ち
だ
が
、
会
社
と
し
て
は
『
ま

だ
そ
の
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
』
と
言
い

た
か
っ
た
。
六
三
歳
ま
で
の
三
年
は
、
事
業

を
変
革
し
た
り
新
し
い
仕
組
み
を
生
み
出
す

よ
う
な
戦
略
的
領
域
の
役
割
を
担
っ
て
欲
し

く
て
、
そ
の
思
い
を
期
待
役
割
の
①
に
込
め

た
。
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
が
皆
を
ひ
っ
ぱ

る
こ
と
と
技
能
技
術
の
伝
承
は
、
一
般
的
に

再
雇
用
で
も
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
大

切
だ
け
ど
、
そ
れ
ら
だ
け
に
入
り
込
ま
な
い

よ
う
に
考
え
て
欲
し
い
」（
関
野
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
）。

九
割
が
再
雇
用
制
度
を
利
用

　

シ
ニ
ア
正
社
員
の
処
遇
は
、
従
来
の
再
雇

用
社
員
と
ど
う
違
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
従
来
の
再
雇
用
制
度
は
、
①
元
組

合
員
は
月
二
〇
万
円
で
年
収
二
四
〇
万
円

（
賞
与
な
し
）
②
元
幹
部
社
員
は
月
二
五
万

円
で
年
収
三
〇
〇
万
円
（
同
）
―
―
の
一
律

的
な
処
遇
に
な
っ
て
い
る
。
介
護
を
抱
え
て

い
た
り
長
距
離
通
勤
の
人
に
数
人
に
短
時
間

勤
務
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
皆
、

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
働
い
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
六
〇
歳
を
迎
え
た
社
員
の
約
九
割
が
再

雇
用
を
選
択
し
て
現
役
時
代
の
延
長
上
の
仕

事
を
す
る
。
契
約
は
一
年
更
新
だ
が
、
大
部

分
が
六
五
歳
ま
で
勤
め
上
げ
て
い
る
。

　
「
六
〇
歳
時
点
で
実
家
の
農
業
を
継
ぐ
な

ど
の
理
由
で
一
割
程
が
辞
め
て
い
く
が
、
そ

れ
以
外
は
再
雇
用
を
選
ぶ
。
体
調
不
良
で
六

二
歳
と
か
六
三
歳
で
リ
タ
イ
ア
す
る
人
も
年

に
一
人
か
二
人
い
る
程
度
で
ほ
と
ん
ど
六
五

歳
ま
で
働
き
続
け
て
い
る
」（
栗
林
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
）。

四
段
階
の
グ
レ
ー
ド
を
新
設
し
て 

行
動
面
の
評
価
も

　

今
度
は
、「
個
人
・
生
活
面
で
も
多
様
性
の

あ
る
人
た
ち
に
活
躍
し
て
も
ら
う
う
え
で
、

一
律
の
処
遇
で
な
く
個
人
差
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
制
度
」
に
合
う
よ
う
、
Ｓ
１
～
Ｓ
４
の

四
段
階
の
役
割
グ
レ
ー
ド
を
設
け
た
（
図
表

８
）。
そ
れ
ぞ
れ
標
準
行
動
を
定
め
、
月
収

も
そ
れ
に
見
合
う
額
に
し
た
。
賞
与
も
支
給

す
る
こ
と
と
し
、
二
カ
月
分
を
基
本
に
評
価

幅
を
設
定
し
た
。

　
「
再
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は

ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
と
思
う
が
、
再
雇
用
者
の

評
価
は
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
。
部
門
長

が
『
こ
う
い
う
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
』
と

伝
え
て
、本
人
が
『
は
い
、わ
か
り
ま
し
た
』

と
い
っ
て
働
い
た
ら
普
通
の
評
価
が
つ
く
よ

う
な
形
だ
っ
た
。
今
回
、
シ
ニ
ア
正
社
員
に

は
現
役
同
様
、
当
社
の
人
事
考
課
シ
ー
ト
で

あ
る
『
役
割
遂
行
シ
ー
ト
』
を
用
い
て
、
本

人
と
対
話
し
な
が
ら
目
標
設
定
と
評
価
を
実

■シニア正社員制度の導入

図表７ 「６３歳定年制」と「シニア正社員制度」の導入

グループ
・ファミリー
正社員

シニア正社員
再雇用嘱託

社員
定
年

退
社

入社～６０歳 ６１歳～６３歳 ６３歳 ６４歳～６５歳 ６５歳

技術・技能伝承の
担い手

経験豊富な
ベテラン社員

戦略的領域における
優位性の源泉

６０歳～６３歳までの３年間をひとつの期間として
より高い役割を担う

シニア正社員の
期待役割

■シニア役割グレード

G 標準行動

60歳までの

役割グレー
ド

月
給

賞与

※標準評
価

年収

（評価による年
収幅）

Ｓ１
上長の具体的な指示下で、

定型的な業務を行う

Ｇ１～Ｇ２

Ｈ１～Ｈ４

20
万

40万
280万

（250万～300万）

Ｓ２
上長の要点的な指示下で、

定型熟練、繰り返し的な業務を行う

Ｇ３～Ｇ４

Ｈ４～Ｈ６

25
万

50万
350万

（312万～375万）

Ｓ３

上長の包括的な指示下で、

定型熟練、繰り返し的な業務に加え、

企画・立案、折衝業務の一部などを
行う

Ｇ４以上

幹部

Ｈ６以上

28
万

56万
392万

（350万～420万）

Ｓ４

上長の方針的な指示下で、

マネジメントのサポートや企画、

渉外・折衝、高度な技能的業務など
を行う

任用により

（海外対応
等）

32
万

64万
448万

（400万～480万）

図表８ 「６３歳定年制」と「シニア正社員制度」の導入
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40

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、

シ
ニ
ア
正
社
員
に
対
し
て
は
、『
上
か
ら
目
線

で
な
く
、
職
場
で
上
手
く
融
合
し
て
い
け
る

か
』
等
の
組
織
貢
献
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
行
動
面
も
評
価
対
象
と
す
る
」（
関
野
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）。

　

ま
た
、
現
役
世
代
は
こ
の
評
価
結
果
が
役

割
給
部
分
と
賞
与
に
反
映
さ
れ
る
が
、
シ
ニ

ア
正
社
員
は
賞
与
の
み
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

な
お
、図
表
８
の「
六
〇
歳
ま
で
の
役
割
グ

レ
ー
ド
」
に
登
場
す
る
Ｈ
は
、
先
述
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
正
社
員
の
グ
レ
ー
ド
を
指
し
て
い
る
。

Ｈ
グ
レ
ー
ド
は
八
段
階
で
、
Ｈ
１
～
Ｈ
６
ま

で
が
組
合
員
層
、
Ｈ
７
と
Ｈ
８
は
幹
部
社
員

と
な
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
正
社
員
の
年
収
は
グ
ル
ー
プ
正
社
員
の
八

割
程
。
た
だ
し
、
シ
ニ
ア
正
社
員
に
な
る
と

き
は
、
同
様
の
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
る
と
い
う
。

年
一
度
の
面
談
で
昇
・
降
格
も

　

で
は
、
シ
ニ
ア
正
社
員
の
格
付
け
は
ど
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
。
関
野
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
に
、グ
レ
ー
ド
体
系
図（
図
表
９
）

を
用
い
て
説
明
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
シ
ニ
ア
正
社
員
の

Ｓ
１
は
、
Ｇ
１
、
Ｇ

２
の
エ
ン
ト
リ
ー
層

の
ま
ま
六
〇
歳
を
迎

え
る
人
の
イ
メ
ー
ジ

の
た
め
ほ
ぼ
い
な
く

て
、
大
部
分
は
Ｓ
２

と
Ｓ
３
に
移
行
す
る
。

具
体
的
に
は
Ｇ
３
が

Ｓ
２
、
Ｇ
４
は
実
態

を
み
な
が
ら
Ｓ
２
か

Ｓ
３
、
Ｇ
５
と
Ｋ
６

～
９
が
Ｓ
３
と
い
う

の
が
基
本
的
な
移
行

体
系
に
な
る
」。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
原

則
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
事
前
に
面
談
も

行
い
、
個
人
差
や
多

様
性
に
配
慮
も
加
え

て
い
る
。

　
「
六
〇
歳
に
な
っ

た
時
点
で
意
欲
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
能

力
を
み
る
。
能
力
は
基
本
的
に
下
が
ら
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
徐
々
に
下
が

っ
て
い
く
な
ど
、
単
純
に
六
〇
歳
ま
で
の
グ

レ
ー
ド
で
移
行
す
る
の
が
合
っ
て
い
な
い
人

も
い
る
。
そ
こ
で
、
人
事
部
と
各
拠
点
管
理

者
と
対
象
者
の
三
者
で
面
談
し
て
、
そ
の
人

の
今
の
仕
事
と
か
意
欲
を
あ
る
程
度
話
し
合

う
。
そ
こ
で
、
個
人
差
や
家
の
事
情
、『
あ
え

て
低
い
役
職
で
働
き
た
い
』
と
い
っ
た
意
向

な
ど
も
聞
い
て
格
付
け
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
」

　

面
談
は
原
則
年
一
度
。
面
談
の
結
果
に
よ

っ
て
は
、
昇
格
や
降
格
も
あ
る
。

組
合
員
と
幹
部
社
員
の
課
長
の
差
異

　

こ
こ
で
グ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

説
明
を
求
め
て
お
き
た
い
。
同
社
で
は
、
先

述
し
た
よ
う
に
Ｇ
５
（
課
長
）
に
昇
進
し
て

も
組
合
員
の
ま
ま
で
、
時
間
外
労
働
手
当
も

付
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
図
表
９
を
み

る
と
Ｋ
７
も
課
長
で
同
じ
ポ
ス
ト
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
職
位
の
記
載
の
な
い
Ｋ
６
も

あ
る
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
正
社
員
の
Ｓ
４
に
つ

い
て
は
、
ど
う
い
っ
た
人
が
就
く
イ
メ
ー
ジ

な
の
だ
ろ
う
。

　
「
ま
ず
、幹
部
社
員
は
Ｋ
６
～
９
の
四
段
階
。

Ｋ
６
は
役
職
の
な
い
幹
部
社
員
、
Ｋ
７
は
課

長
、Ｋ
８
は
部
長
、Ｋ
９
は
上
位
部
門
長
に
な

る
。そ
し
て
、Ｇ
５
は
課
長
で
あ
り
な
が
ら
組

合
員
。
Ｇ
５
の
課
長
が
試
験
を
ク
リ
ア
す
れ

ば
Ｋ
７
の
課
長
に
な
る
仕
組
み
だ
。
確
か
に

Ｇ
５
と
Ｋ
７
は
と
も
に
課
長
ポ
ス
ト
だ
が
、

区
分
が
違
う
。
Ｇ
５
は
時
間
外
手
当
も
付
く

課
長
で
Ｋ
７
は
年
俸
制
で
、
同
じ
課
長
で
も

処
遇
は
Ｋ
７
の
方
が
高
い
。つ
ま
り
、課
長
に

な
る
時
は
Ｇ
５
で
経
験
を
積
み
、
論
文
の
一

次
試
験
と
外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
使
っ
た
二

次
試
験
を
経
て
幹
部
社
員
層
に
な
っ
て
い
く
。

昇
進
試
験
で
は
、
所
属
し
て
い
る
部
署
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
全
社
的
な
視
点

を
持
っ
て
い
る
か
等
を
み
て
幹
部
層
に
上
げ

ら
れ
る
か
否
か
を
決
め
て
い
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
組
合
員
層
か
ら
幹
部
社
員
層
に

上
が
る
と
き
だ
け
は
能
力
を
主
眼
に
み
る
。

そ
れ
以
外
の
昇
格
は
役
割
ベ
ー
ス
に
審
査
し

て
い
る
。参
考
ま
で
に
、Ｋ
７
か
ら
Ｋ
８
、
Ｋ

８
か
ら
Ｋ
９
は
任
用
で
上
が
っ
て
い
く
」

　
「
Ｋ
６
は
役
職
の
な
い
幹
部
社
員
。
課
長

に
な
っ
て
か
ら
降
格
す
る
ケ
ー
ス
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
組
合
員
は
Ｇ
５
か
ら

Ｇ
４
に
な
る
が
、
幹
部
社
員
は
Ｋ
７
か
ら
Ｋ

６
に
下
り
る
こ
と
に
な
る
」

　
「
Ｓ
４
は
、
海
外
赴
任
を
し
て
い
る
人
が

念
頭
に
あ
っ
た
。
今
ま
で
海
外
赴
任
者
は
、

六
〇
歳
ま
で
に
必
ず
戻
し
て
い
た
。
今
回
、

定
年
延
長
に
な
っ
て
、
ど
う
し
て
も
現
地
法

人
に
残
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き

に
、
Ｓ
３
以
下
と
は
違
う
処
遇
を
考
え
る
べ

き
だ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
内
の
関
係
会
社

に
出
向
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
、
そ
の
会
社
に

代
替
す
る
人
が
い
な
い
よ
う
な
と
き
に
は
、

そ
の
役
職
を
下
ろ
さ
ず
に
出
向
を
継
続
し
て

も
ら
う
こ
と
も
有
り
得
る
。
そ
う
い
っ
た
例

外
の
対
応
を
考
え
て
Ｓ
４
を
設
定
し
た
」

　

ち
な
み
に
、
シ
ニ
ア
正
社
員
は
グ
レ
ー
ド

に
も
よ
る
が
、
基
本
は
ホ
ー
ム
に
戻
っ
て
地

域
限
定
社
員
と
し
て
働
く
イ
メ
ー
ジ
。
だ
が
、

配
置
転
換
や
人
事
異
動
の
可
能
性
も
あ
る
。

手
当
や
福
利
厚
生
、休
暇
・
休
職
の
充
実
も

　

シ
ニ
ア
正
社
員
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
賃

金
と
賞
与
以
外
の
処
遇
も
改
善
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、基
本
給
は
二
〇
万
円（
組
合
員
層
）

も
し
く
は
二
五
万
円
（
幹
部
社
員
層
）
の
二

択
だ
っ
た
の
が
、
役
割
に
応
じ
て
二
〇
～
三

図表９ 「６３歳定年制」と「シニア正社員制度」の導入

■60歳までのグレードとシニア正社員のグレード

G1

G2

G3

G4 （TL）

G5 （課長）
K6

K7 （課長）

K8 （部長）

K9（上位部門長）

（幹部社員） （組合員） （シニア正社員）

S1

S2

S3

S4
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二
万
円
に
な
る
。
こ
れ
に
賞
与
（
基
本
給
の

二
カ
月
が
基
本
）
が
加
わ
る
た
め
、
年
収
ベ

ー
ス
で
一
五
〇
万
円
以
上
上
が
る
人
も
で
て

く
る
こ
と
に
な
る
。
手
当
も
再
雇
用
嘱
託
に

は
な
い
が
、
シ
ニ
ア
正
社
員
に
は
現
役
世
代

と
同
基
準
同
水
準
が
支
給
さ
れ
る
。

　

福
利
厚
生
に
つ
い
て
は
、
食
事
代
補
助
と

課
や
部
門
単
位
で
全
員
参
加
可
能
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
際
に
支
給
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
だ
け
が
対
象
だ
っ
た
が
、

年
額
七
万
円
相
当
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン

や
慶
弔
見
舞
金
な
ど
が
現
役
世
代
と
同
水
準

に
な
っ
た
。

　

休
職
期
間
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
も
ポ
イ
ン

ト
。
再
雇
用
嘱
託
制
度
は
欠
勤
期
間
二
週
間
、

休
職
期
間
は
一
カ
月
で
、
病
気
で
入
院
し
た

り
す
る
と
「
も
う
い
い
や
」
と
考
え
て
辞
め

て
い
く
人
も
い
た
。
新
制
度
で
は
、
有
給
休

暇
が
二
年
経
っ
て
余
っ
た
分
を
病
気
な
ど
の

特
殊
事
情
の
と
き
に
使
用
で
き
る
積
立
有
給

休
暇
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
げ
る
よ
う
に
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
最
大
八
〇
日
ま
で
有
給
休
暇
を

保
有
で
き
る
計
算
。
こ
れ
に
欠
勤
期
間
（
一

カ
月
）
と
休
職
期
間
（
六
カ
月
）
も
延
長
し

て
最
大
九
カ
月
休
ん
で
も
籍
を
残
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

な
お
、
同
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
就
労
期
間

の
長
期
化
を
見
据
え
て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
働

き
が
い
の
継
続
・
意
識
転
換
に
向
け
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
や
シ
ニ
ア
正
社
員
移
行
時
の
研
修

な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
強
化
す
る
施
策
を

展
開
。
併
せ
て
、
健
康
診
断
結
果
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
職
務
適
性
評
価
や
適
正
配
置
、
就

業
配
慮
を
施
す
な
ど
の
健
康
管
理
・
健
康
増

進
策
も
進
め
て
い
る
。

役
職
定
年
制
年
齢
の
引
き
上
げ
と 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
任
免

　

就
労
期
間
の
長
期
化
の
流
れ
の
な
か
で
、

「
シ
ニ
ア
世
代
の
役
割
意
識
の
継
続
を
考
え

た
と
き
に
、
役
職
を
降
り
た
途
端
に
意
欲
が

下
が
る
人
は
い
る
し
、
五
七
歳
で
も
一
線
で

や
れ
て
い
る
人
の
方
が
多
い
」た
め
、二
〇
一

四
年
四
月
か
ら
役
職
定
年
年
齢
も
引
き
上
げ

る
。
具
体
的
に
は
五
七
歳
か
ら
六
〇
歳
に
延

長
す
る
と
と
も
に
、
対
象
範
囲
を
中
核
事
業

四
社
に
加
え
、
国
内
関
係
会
社
に
も
拡
げ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
ポ
ス
ト
不
足
へ
の
懸
念
や

若
年
層
育
成
の
観
点
か
ら
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

制
度
の
導
入
も
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。
Ｇ
３
以
上
の
現
役
社
員
を
対
象
に
、
部

門
長
決
裁
で
任
免
で
き
る
。

　
「
任
免
は
昨
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

が
、
非
公
式
な

役
職
で
手
当
も

な
く
、
人
事
で

カ
ウ
ン
ト
も
し

て
い
な
い
。
一

見
、『
あ
ま
り
意

味
が
な
い
の
で

は
？
』
と
思
う

か
も
し
れ
な
い

が
、
昇
進
時
の

論
文
試
験
の
自

己
ア
ピ
ー
ル
の

題
材
に
も
な
る

し
、
メ
ー
ル
ベ

ー
ス
で
情
報
が

集
ま
り
や
す
く

な
る
な
ど
の
実

効
は
あ
る
。
最

大
の
効
果
は
本

人
へ
の
意
識
付

け
で
、
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
と
い
わ

れ
る
と
『
自
分

が
や
ら
ね
ば
』

と
思
う
人
が
結

構
い
る
」（
関
野

グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
）。

生
涯
年
収
は
Ｇ
４
モ
デ
ル
で 

約
六
〇
〇
万
円
増
に

　

多
く
の
グ
ル
ー
プ
正
社
員
が
到
達
す
る
Ｇ

４
で
六
〇
歳
を
迎
え
て
六
五
歳
ま
で
働
き
続

け
た
場
合
、
図
表
10
の
モ
デ
ル
が
示
す
と
お

り
、
六
〇
歳
以
前
は
昇
格
昇
給
が
入
っ
て
い

る
た
め
、
立
ち
上
が
り
が
早
く
二
五
九
万
円

上
が
る
計
算
に
な
り
、
六
〇
歳
以
降
も
シ
ニ

ア
正
社
員
制
度
の
導
入
で
四
五
六
万
円
増
え

る
。
退
職
金
は
補
正
係
数
の
引
き
下
げ
に
よ

り
一
一
五
万
円
下
が
る
が
、
全
体
で
み
れ
ば

生
涯
年
収
は
約
六
〇
〇
万
円
ア
ッ
プ
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

（
新
井
栄
三
、
荒
川
創
太
）
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図表10 Ｇ４モデル：現制度と新制度のモデル年収比較

Ｇ４

①年収差額合計（６０歳以前） 2,590,702

②年収差額合計（６０歳以降） 4,560,000

③退職金 -1,155,660

差額総計（①＋②＋③） 5,995,042


